
神奈川県横浜市旭区の横浜若葉台団地は、
豊かな里山と田畑を有する丘陵地 90ht を大
規模開発し生み出された。団地が一つの街
として計画的に形成され、一部の里山は残
されたものの、かつて植物群落を介した事
物連関のなかで無意識的に生まれていたコ
モンズは消失してしまった。

横浜若葉台に張り巡らされた歩行者専用道
路は、買い物、散歩、余暇とコミュニティ
の中での日常ネットワークとなっている。
残されたかつての自然環境と現在の住環境
を結ぶルートを敷地調査をもとに策定し、
その道のりに計６ヶ所の資源の保管・共有
の場を設ける。日常生活の中の不要なモノ
や各 SITE における潜在的資源を効率的に循
環させるコモンズルートを構築する。

個人の時間が多様化する現代では、時間に
縛られないコモンズが求められると考える。
不要なものを保管・共有できれば、誰かの
不要なモノが時間をおいて誰かの必要なモ
ノへと転換（資源化）する。コミュニティ
の中でモノを介した循環が生まれることで、
時間に囚われないコモンズが構築される。

かつてこの地域の人々は、道具を持ち替え
自然との関わりの中で生活していた。しか
し現在では、利便性を求めて開発された団
地の中で、道具を省略したサービスを受け
るだけの都市型の生活が日常化している。
消費主体の生活から生まれる不要なモノは
行き場をなくし、ゴミと化している。

開発された大規模団地の住環境と残された里山が混在する横浜若葉台。かつての里山を介し
たコモンズは消失し、資源サイクルが途絶えた消費主体の都市的生活の中で、人々は多くの
ゴミを排出するようになった。本提案では敷地内に計画的に張り巡らされた歩行者専用道路
のネットワークを活用し、住民が不要となったモノを一時的に保管・共有できる場を点在さ
せたコモンズルートを提案する。団地コミュニティの日常動線の中で、終始誰かの不要が誰
かの必要へと転換し、不要なモノから生まれる時間に囚われないコモンズが形成されていく。

ライフサイクルのなかで生まれた不要なも
のを徒歩移動の中で保管・共有するウォー
クスルー・クローゼットを計画する。日常
生活の主動線に計画することで、コミュニ
ティの目による必然的な管理体制を形成す
るとともに、現在の広大な住環境から利用
価値の残る資源を掘り出す。

横浜若葉台内の歩行者専用道
路で多く見られる「くぐりぬ
け」を引用し、既存の道の通
り抜けと資源のたまりを共存
させる場を提案する。ふるま
いの引用により、日常の場と
して認識されていく。

持ち寄ったモノをどのように
共有するか、FLAME をどのよ
うな場にしたいか。個々のア
イデアを TOOLを介して自らの
手で具現化し、共有の FLAME
という資源の場においてメン
バーシップを発揮させる。

かつての自然に変わり、“ 都市型の消費生活 ” から生まれる不要なモノによる新たな連関を構築する
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－団地開発前の農村風景－

ゴミ捨て場に置く

⇒　ゴミとして確定

ゴミになるまでの猶予
・・・

誰かの不要なものが
誰かの必要なものに

保管・共有できる場所へ持ち寄る
【提案】

不要なモノに
選択肢を与える 不要なモノに

選択肢を与える

Ａ
Ａ’

Ａ ＡＡ’ ’

ゴミ捨て場に置く

⇒　ゴミとして確定

ゴミになるまでの猶予

保管・共有できる場所へ持ち寄る
【提案】

緑
たまり

光
たまり

水
たまり

音
たまり

人
たまり

食
たまり

中心街

若葉台中学校
若葉台小学校

長津田台農業専用地区

若葉台保育園

やまゆり公園

たんぽぽ公園
日向根公園

えびね公園

里山（大貫谷公園）

中
心
街

調整池
（若葉台遊水池）

すみれ公園

若葉台星槎
中学校
高等学校

若葉台
スポーツ・文化クラブ

横浜若葉台地区エリアMAP

横浜わかば学園

オーセル
わかば幼稚園

プレスクール
わかば幼稚園

約500ｍ間隔で
SITEを配置

６つのSITEの
潜在的資源を
強化する“たまり”

モノを介した時間に囚われないコモンズ

時間の限定

Time

Site

不要なモノ Aを
持ち寄る人 SITE で保管・共有

不要なもの Aを
必要なモノ（A’）として

持ち去る人

歩行者専用道路
日常生活のネットワーク ウォークスルー・クローゼットの提案

不要なモノの集積

必然的関わり

コミュニティの日常生活に
さらされる SITE

コミュニティの目による
無意識な管理体制の形成SITE

中心街と６つの SITE をつなぐコモンズルート（全長約３ｋｍ）

横浜若葉台

潜在的資源

資源を集積する FLAME

６つの SITE と住民主体の管理団体

団地から出る不要なもの　ex.

住民による
カスタマイズ

堆肥化して里山へ
古くなった TOOL は

不要なものから
生まれる

新しいコモンズ
多世代が混在する団地

里山公園
敷地調査

集成材に加工
TOOL を制作

本

資源を持ち去る
( 不要 ➡ 必要 )

資源を持ち寄る

既存の歩行者ネットワーク
【歩行者専用道路】

不要なモノを
持ち寄る

ゴミ捨て場と化す

FLAME に対し着脱可能な
里山材の木製パネル

FLAME を TO
OL を用いて

カスタマイズTOOL

FLAME のみ

FLAME＋TOOL＝

共有の FLAME でメンバーシップを発揮

ex. TOOL を FLAME
上面にはめる

コモンズ化する

台の上に置きたい

ためる くぐりぬける

資源を持ち寄る
歩車分離トンネル

資源を認識する 資源を持ち去る

団地内歩行者専用道路のふるまい「くぐりぬけ」を引用する

家具

植物

衣類

作物 娯楽品

未利用・放置木材 設計

未利用資源
ふるまいの抽出

歩行者専用道路の
資源ルート策定

TOOL

緑だまり：大貫公園愛護会
光だまり：若葉台公園愛護会
水だまり：若葉台遊水池水辺愛護会
音だまり：えびね公園愛護会
人だまり：やまゆり公園愛護会
食だまり：認定NPO法人若葉台

提案２ 提案１ 提案３

400mm 800mm 1200mm
1600mm 2000mm

2400mm
一般的な天井高

家具 空間

【横浜若葉台の風景】
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大規模団地開発によるかつてのコモンズの消失  　 SITE：神奈川県横浜市旭区若葉台00 a

農村的ふるまいから都市的ふるまいへ00 b

不要なモノから生まれる新たな連関　　～ゴミになるまでの猶予を与える～01 日常に溶け込む歩行者ネットワークを活用したコモンズルート02

地域の資源を掘り出すウォークスルー・クローゼット03 a

日常的ふるまい「くぐりぬけ」を引用し資源を集積・認識させる03 b

「ふるまい」に多様性を与える FLAME とスケール04 a

FLAME にカスタマイズ性を与える TOOL　　～放置される里山材を活用して～04 b

大規模団地コミュニティにおける資源循環とコモンズ形成05
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モノを介した時間に囚われないコモンズ01 b
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横浜若葉台にある既存の「くぐりぬけ」FLAME を引用 里山公園の未利用・放置木材を活用TOOL に変換し木材資源へのアクセシビリティを高める
～関わらない資源から関われる資源へ～

場の資源的価値が高まり暮らしや環境から資源が集積する金属（スチール）素材を用い場としての認識を強化する 【Diagram】場の資源を引き出す 6つの SITE
【写真】左：団地ゴミ捨て場　右：中心街の広場 FLAME の配置で均質な歩行者専用道路に資源たまりを生み出す
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日陰が気持ち良い

この服貰おうかな

池が見える

みんなで野菜を使ったピザでも作ろうか

この植木持って帰ろうかな

この花きれいに咲いたな

明るい道だな

日向ぼっこしよう 向こうの幼稚園から子どもの声が聞こえる

この子に合う服誰か置いてないかな

訳アリ野菜も並べようかな

くねくね道が面白い

この本もういらないから置いていこう

景色がきれい

蓮が育ってきた

危ないから自転車降りて歩こうかな

道が広がってる

遠くで農家さんが畑仕事してる

あそこで育ててる野菜なんだ

緑に包まれて落ち着く

誰のかわからないけど水やりしよう

この果物おいしい

心地よい響きだな

床の素材で足音が変わって面白い

木が屋根みたい

人が通らないから落ち着くな

この本貰おうかな

今日も新鮮な野菜置いてくれてる

隣のトンネルと音の響きが全然違うね

壁から出た FLAME が額縁みたいになってる

水辺の掃除しますか

今日は水辺に野鳥いるかな

何か演奏してる

キャンプするから里山の薪を貰っていこうかな
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